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働くルールの確立で

人間性の回復を

子どもたちの安全と未来のために

10・20 放射能から身を守る銀座デモ

大

飯

原

発

は

直

ち

に

停

止

を

、

を

な

ど

の

サ

ブ

タ

イ

ト

ル

を

掲

げ

、

10

月

20

日

土

曜

日

の

午

後

２

時

か

ら

日

比

谷

公

園

「

霞

門

」

広

場

に

、

２

０

０

名

か

ら

の

各

団

体

、

個

人

の

皆

さ

ん

の

参

加

を

い

た

だ

き

デ

モ

へ

出

発

。

デ

キ

シ

ー

バ

ン

ド

演

奏

を

先

頭

の

デ

モ

行

進

は

、

東

電

前

で

は

「

原

発

ゼ

ロ

へ

、

許

す

な

原

発

再

稼

働

」

。

食

材

の

放

射

能

測

定

値

は

、

「

数

値

の

公

表

を

し

ろ

」

は

、

明

治

Ｈ

Ｄ

前

。

そ

れ

ぞ

れ

の

シ

ュ

プ

レ

ヒ

コ

ー

ル

が

土

曜

の

午

後

の

時

間

帯

で

に

ぎ

わ

う

銀

座

通

り

に

響

き

、

信

号

待

ち

の

人

た

ち

を

は

じ

め

沿

道

か

ら

多

く

の

拍

手

と

声

援

の

声

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

デ

モ

に

先

立

っ

て

、

主

催

し

た

明

治

乳

業

争

議

支

援

共

闘

会

議

松

本

悟

議

長

は

、

こ

の

行

動

を

前

に

、

東

電

福

島

原

発

事

故

被

害

地

の

南

相

馬

市

を

訪

ね

復

興

が

進

ま

な

い

実

情

を

聞

き

、

「

原

発

ゼ

ロ

な

ど

の

要

求

で

大

同

団

結

し

、

政

治

を

変

え

状

況

を

打

開

し

よ

う

」

と

強

調

し

ま

た

。

同

時

に

（

株

）

明

治

の

粉

ミ

ル

ク

セ

シ

ウ

ム

汚

染

な

ど

、

い

ま

だ

に

原

因

の

真

相

を

明

ら

か

に

し

な

い

企

業

体

質

を

告

発

し

、

製

品

検

査

の

放

射

能

数

値

の

公

開

を

求

め

る

と

と

も

に

、

東

電

に

向

か

っ

て

は

「

原

発

ゼ

ロ

、

再

稼

働

反

対

を

」

の

大

き

な

与

論

に

し

ま

し

ょ

う

と

の

挨

拶

に

大

き

な

拍

手

が

湧

き

ま

し

た

。連

帯

挨

拶

を

日

本

婦

人

団

体

連

合

会

事

務

局

長

・

榎

本

さ

ん

、

農

民

連

国

民

運

動

副

部

長

・

上

山

さ

ん

か

ら

い

た

だ

き

ま

し

た

「

原

発

ゼ

ロ

へ

」

の

シ

ュ

プ

レ

ヒ

コ

ー

ル

に

拍

手

と

声

援

の

声

南相馬市を訪問

南相馬市に居住する明乳争議荒

木団員の自宅を訪ね、婦人の市議

会議員より、被災状況や復興の進

行具合を聞いた。

南相馬市の死者953名、住家被害

3,925世帯、津波被害面積は40.8Ｋ

㎡という。

今年の4月から立ち入りが許可さ

れた小高区を見たが、地震で倒壊

した家屋がそのままの状態で生活

できる時期は未定のままだ。

私たちは少しばかりの食材を持っ

て仮説住宅を見舞ったが、自治会

長さんとの「復興予算の使い道」

の話題には下を向いたまま言葉は

なかったが、怒りと苦渋の顔が覗

かれた。

「原発ゼロ」への道は、被災者の切

なる願いでもあり希望である。

(4)

八田好弘さん （元石川県労連議長）

1999年の6月頃だったと思いま

す。当時私は、二口さんのこと

を「直さん」、二口さんは私のこ

とを「八ちゃん」と言っていま

した。直さんは、明乳争議を勝

利させるため、この石川県でも

支援共闘会議をつくりたいので

協力してほしいと話があり、当時私は、地域労連の議

長をしていた関係もあり快諾？し、県労連にも協力を

お願いし、9月28日に集会をすることを決め、二人で県

下の労組や民主団体を駆け回り争議の支援と集会の参

加を訴えました。28日当日、

「明乳争議と石川県のすべ

ての争議勝利」集会には、

100名近くの参加者があり大成功を収めました。これが

私と明乳争議のはじまりです。

10月6日には、東京の集会があり6名が参加、会場で

は1000名近くの全国支援の参加者と心を一つにした記

憶もあります。以来、共闘会議の集会に何回か参加し、

福岡、大阪、京都、静岡、根室などで頑張っている報

告を聞き、また、闘い半ばで倒れた加賀谷団長の自宅

に突然お邪魔し語り明かしたこともありました。

石川工場門前での宣伝や要請にも支援者として行っ

てきました。数年後直さんから、争議をもっと強め広

めるため二次提訴することを決めたと話がありました。

それから東京に行くことが多くなり、松任の地域でも

重要な任務を持っていたため責任感の強い直さんは、

時々松任での会議にも参加していましたが、東京での

役割が重くなってきているので大丈夫かなと思ってい

たが、2006年4月4日東京駅で倒れ帰らぬ人となりまし

た。豪快に笑っていた直さんと、「八ちゃん」と言って

いた言葉が今でも耳から離れません。

大

阪

支

部

一

番

の

「

論

客

」

と

誰

も

が

認

め

る

彼

は

、

皆

か

ら

「

森

ヤ

ン

」

の

愛

称

で

親

し

ま

れ

、

仕

事

で

も

組

合

活

動

上

で

も

大

き

な

信

頼

を

寄

せ

ら

れ

て

き

た

。

若

い

新

卒

の

労

働

者

が

大

量

に

採

用

さ

れ

た

時

期

に

は

班

長

で

も

あ

っ

た

「

森

ヤ

ン

」

の

も

と

で

大

勢

の

若

い

労

働

者

が

仕

事

を

覚

え

、

組

合

活

動

に

も

目

覚

め

て

い

っ

た

と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

。

会

社

が

イ

ン

フ

ォ

ー

マ

ル

組

織

「

志

宝

会

」

を

結

成

し

、

労

働

組

合

支

部

の

乗

っ

取

り

の

た

め

に

執

拗

な

攻

撃

を

繰

り

返

し

て

い

た

最

も

困

難

な

時

期

に

、

志

部

長

や

書

記

長

の

重

責

を

担

っ

て

支

部

活

動

の

中

心

と

し

て

頑

張

り

通

し

て

き

た

。

昭

和

４

５

年

の

選

挙

で

大

阪

支

部

の

役

員

体

制

が

「

志

宝

会

」

に

よ

っ

て

転

覆

さ

せ

ら

れ

る

と

即

座

に

、

「

森

ヤ

ン

」

は

課

長

か

ら

「

し

ば

ら

く

頭

を

冷

や

し

て

来

い

」

と

言

わ

れ

、

港

湾

冷

蔵

と

い

う

下

請

け

会

社

に

出

向

を

命

じ

ら

れ

職

場

の

労

働

者

か

ら

完

全

に

切

り

離

さ

れ

た

。

そ

れ

で

も

支

部

の

役

員

選

挙

に

立

候

補

し

続

け

る

「

森

ヤ

ン

」

を

会

社

は

５

年

後

に

皆

の

も

と

に

戻

さ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。

平

成

９

年

「

森

ヤ

ン

」

が

定

年

を

迎

え

る

そ

の

年

の

春

、

会

社

は

自

ら

設

定

し

た

規

定

を

捻

じ

曲

げ

て

、

経

過

年

数

が

１

年

不

足

し

て

い

る

「

森

ヤ

ン

」

を

基

幹

監

督

職

に

昇

格

さ

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。

「

会

社

は

罪

滅

ぼ

し

の

つ

も

り

か

も

知

れ

ん

が

、

こ

ん

な

こ

と

で

許

さ

れ

る

事

で

は

な

い

」

と

怒

り

心

頭

の

「

森

ヤ

ン

」

だ

。

明乳争議と私

団員の

横 顔

大
阪
工
場
申
立
人

森
川
章
行

貴団体・各位のご奮闘に敬意を表すると共に、明治

乳業争議への日頃からのご支援・ご協力に、改めてお

礼を申し上げます。

さて、明治乳業争議は、全国事件（９事業所３２名）

からでも１８年が経過し、市川工場事件（３２名）か

らでは２８年目となる長期争議ですが、全国争議が201

1年11月30日の結審から1年を迎え、私たちはいま、文

字通り28年間の思いを凝縮した闘いを集中し、都労委

に「勝利命令を求める」団体署名を全国展開し、集中

的な要請行動など、求められる全ての課題をやり切り、

なんとしても年度内に「救済命令」を勝ち取り、早期

に全面解決への道筋を切り拓く決意です。

つきましては、首都圏と全国規模での闘いの飛躍を

支える財政として、表記「全面解決に向けた財政確立」

へのご協力を、率直に訴えさせて頂く次第です。 誠

に勝手ですが、年内から年頭早々を目処としてのご協

力を重ねてお願い申し上げます。

尚、財政確立の一環として取り組んでおります「冬

季物販購入」へのご協力も合わせてお願いします。

長期争議(28年)を闘いぬいている明治乳業争議団
「全国都労委事件命令」迫る、全面解決に向けた

財政確立へのご協力をお願い致します。

森川章行さん

訃報
福岡工場申立人

日高 義文さん

昭和３９年明治乳業神奈

川工場入社し希望転勤で福

岡工場へ移動。劣悪な労働

条件の改善のため労働組合

活動に参加し、職場代議員・

執行委員も務め、臨時者の

社員化など数々の成果も上

げ、職場での信頼も厚く非

常に行動力がある美男子で

した。酒をこよなく愛し一

升酒も飲む酒豪でもあった。

平成１１年頃より、会社

から、活動を止めれば昇給

させるなどの執拗な攻撃が

やまない中で「うつ病」

に陥り、病をおして定年退

職。入院療養甲斐なく今年

７月３１日ご逝去されまし

た。都労委からの「救済」

を目前に他界し残念でなり

ません。ご冥福をお祈り申

し上げます。



（２）

（

株

）

明

治

の

子

会

社

、

パ

ン

ピ

ー

食

品

会

社

が

製

造

し

た

「

明

治

ミ

ル

ク

プ

リ

ン

超

Ｂ

Ｉ

Ｇ

200

ｇ

」

に

風

味

不

良

の

疑

い

が

あ

る

と

し

て

23

万

個

を

回

収

す

る

と

い

う

事

故

が

お

き

ま

し

た

。

す

で

に

発

生

3

ヶ

月

を

過

ぎ

て

も

事

故

の

原

因

が

明

ら

か

に

さ

れ

ず

二

転

三

転

し

て

い

ま

す

。

当

初

、

会

社

は

商

品

に

使

用

す

る

原

料

に

由

来

す

る

「

微

生

物

｣

が

増

殖

と

発

表

し

ま

し

た

。

所

轄

の

多

摩

小

平

保

健

所

で

は

微

生

物

の

種

類

は

「

一

般

生

菌

（

細

菌

）

と

回

答

。

そ

の

後

、

厚

労

省

食

品

安

全

部

で

は

検

出

さ

れ

た

細

菌

は

「

芽

胞

菌

」

で

あ

る

と

回

答

し

ま

し

た

。

し

か

し

、

芽

胞

菌

の

中

に

何

種

類

の

あ

る

細

菌

の

名

前

は

い

ま

だ

に

特

定

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

。

芽

胞

菌

の

中

に

は

、

食

中

毒

を

誘

発

す

る

菌

も

多

く

あ

り

、

過

去

に

は

セ

レ

ウ

ス

菌

に

よ

る

プ

リ

ン

食

中

毒

も

起

き

て

い

ま

す

。

報

道

で

は

消

費

者

か

ら

腹

痛

や

吐

き

気

が

し

た

と

い

う

通

報

で

発

覚

し

た

と

さ

れ

ま

す

。

こ

れ

は

食

中

毒

と

も

い

え

る

症

状

で

あ

り

、

「

食

の

安

全

｣

を

守

る

た

め

に

も

徹

底

し

た

原

因

究

明

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

放

射

能

汚

染

粉

ミ

ル

ク

の

よ

う

に

う

や

む

や

に

す

る

こ

と

は

許

さ

れ

ま

せ

ん

。

防

衛

医

科

大

病

院

に

発

注

す

る

粉

ミ

ル

ク

入

札

を

め

ぐ

っ

て

、

同

病

院

と

明

治

な

ど

乳

業

４

社

が

７

年

前

こ

ろ

か

ら

談

合

し

て

順

送

り

で

落

札

し

価

格

を

大

幅

に

つ

り

上

げ

て

い

た

事

件

は

、

４

社

７

人

（

明

治

は

２

人

）

が

書

類

送

検

さ

れ

取

調

べ

を

受

け

ま

し

た

。

ま

た

明

治

･

東

京

支

社

な

ど

が

大

が

か

り

な

家

宅

捜

査

を

受

け

て

も

い

ま

す

。

こ

の

中

で

７

人

は

、

病

院

側

担

当

者

の

「

指

示

通

り

に

落

札

し

て

い

た

」

と

容

疑

を

認

め

、

さ

ら

に

調

べ

に

対

し

「

談

合

は

長

年

の

引

き

継

ぎ

事

項

だ

っ

た

｣

（

朝

日

）

、

「

応

札

も

現

場

の

一

存

で

は

決

め

ら

れ

な

い

」

（

産

経

）

な

ど

と

自

供

し

て

い

ま

す

。

こ

の

こ

と

は

、

今

回

の

談

合

が

担

当

し

た

営

業

員

の

自

己

判

断

で

は

な

く

、

社

内

の

重

要

な

報

告

･

連

絡

事

項

で

あ

り

上

層

部

を

含

め

会

社

ぐ

る

み

の

組

織

的

背

信

行

為

で

あ

っ

た

の

で

す

。

事

件

は

乳

業

側

容

疑

者

が

不

起

訴

と

な

っ

た

か

ら

と

い

っ

て

、

犯

罪

行

為

が

無

く

な

り

免

罪

さ

れ

た

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

明

治

は

組

織

ぐ

る

み

の

不

正

を

徹

底

し

て

糾

明

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

国

民

の

税

金

を

食

い

も

の

に

し

て

き

た

官

製

談

合

。

こ

の

時

期

、

明

治

の

粉

ミ

ル

ク

関

係

責

任

者

（

栄

養

食

品

販

売

部

長

）

は

現

・

川

村

和

夫

社

長

で

し

た

。

ト

カ

ゲ

の

尻

尾

き

り

で

担

当

営

業

員

だ

け

に

罪

を

擦

り

付

け

る

こ

と

な

く

、

社

長

へ

の

責

任

追

及

ま

で

ほ

り

下

げ

な

け

れ

ば

明

治

の

以

上

企

業

体

質

は

改

善

さ

れ

ま

せ

ん

。

徹底究明ないままの

幕引きは許されない

「

明

治

よ

、

ま

た

か

･
･
･

」

と

云

わ

ん

ば

か

り

の

不

正

事

件

が

、

こ

の

夏

に

連

続

し

て

起

き

ま

し

た

。

入

札

を

め

ぐ

る

官

製

談

合

。

細

菌

汚

染

製

品

の

大

量

回

収

な

ど

、

許

す

こ

と

の

で

き

な

い

事

件

に

明

治

は

ま

た

も

口

を

つ

ぐ

み

事

件

に

フ

タ

を

し

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

防衛医大の粉ミルク入札で談合

会
社
ぐ
る
み
組
織
的
犯
罪
行
為

（

㈱

）

明

治

よ

！

不

正

行

為･

不

祥

事

ま

た

か

細菌汚染プリン２３万個回収

その真相は

コ

ロ

コ

ロ

変

わ

る

原

因

説

「

食

中

毒

の

疑

い

も

」

こんなこと

許さんぞー

一

歩

間

違

っ

た

ら

大

量

の

食

中

毒

事

件

よ

き

ち

ん

と

真

相

を

明

ら

か

に

し

ろ

〃

（３）

争

議

団

と

支

援

共

闘

会

議

は

、

異

常

企

業

体

質

の

明

治

（

旧

明

治

乳

業

）

及

び

親

会

社

「

明

治

Ｈ

Ｄ

」

を

全

面

解

決

の

決

断

に

追

い

込

む

に

は

、

な

ん

と

し

て

も

救

済

命

令

の

交

付

が

必

要

と

の

意

志

を

固

め

、

団

体

署

名

の

提

出

を

含

め

た

要

請

行

動

を

重

ね

て

い

ま

す

。

改

め

て

言

う

ま

で

も

な

く

、

明

治

乳

業

事

件

は

典

型

的

な

不

当

労

働

行

為

・

差

別

事

件

な

の

で

す

。

そ

の

事

実

は

、

先

行

し

て

争

っ

た

市

川

工

場

事

件

へ

の

東

京

高

裁

判

決

で

も

、

結

論

は

｢

控

訴

棄

却

｣

の

不

当

判

決

で

し

た

が

、

そ

の

事

実

認

定

で

①

申

立

人

ら

の

集

団

性

を

認

定

、

②

集

団

間

の

｢

有

意

な

格

差

｣

の

存

在

を

認

定

、

③

不

当

労

働

行

為

意

思

も

「

控

訴

人

ら

の

主

張

を

妥

当

す

る

と

み

る

余

地

は

あ

る

」

と

判

示

す

る

等

、

不

当

労

働

行

為

事

件

を

判

断

す

る

「

３

要

件

」

を

充

た

す

事

実

認

定

だ

っ

た

の

で

す

。

私

た

ち

は

、

明

治

及

び

明

治

Ｈ

Ｄ

に

対

し

、

高

裁

の

事

実

認

定

に

従

う

全

面

解

決

の

決

断

を

求

め

る

闘

い

と

、

同

時

に

、

高

裁

判

決

の

内

容

を

も

全

面

的

に

活

用

し

、

全

国

事

件

で

必

ず

救

済

命

令

を

獲

得

す

る

決

意

を

固

め

、

都

労

委

審

査

を

攻

勢

的

に

闘

っ

て

き

ま

し

た

。

そ

し

て

、

結

審

を

踏

ま

え

て

「

救

済

命

令

に

向

け

た

最

後

の

闘

い

」

と

の

意

志

を

固

め

、

「

な

ん

と

し

て

も

救

済

命

令

を

！

」

の

最

終

局

面

を

全

力

で

闘

っ

て

い

ま

す

。

都

労

委

命

令

を

契

機

に

一

気

に

全

面

解

決

へ

の

道

筋

を

切

り

拓

く

決

意

で

頑

張

り

ま

す

。

明

治

Ｈ

Ｄ

社

前

で

の

「

９

・

２

０

争

議

支

援

総

行

動

」

は

、

２

５

５

名

の

支

援

者

が

結

集

し

大

き

く

成

功

し

ま

し

た

。

新

宿

区

労

連

常

任

幹

事

の

福

島

さ

ん

の

司

会

で

始

ま

っ

た

社

前

行

動

。

主

催

者

挨

拶

の

高

畠

地

評

副

議

長

、

連

帯

挨

拶

の

松

本

支

援

共

闘

議

長

（

千

葉

労

連

議

長

）

、

坂

口

全

国

食

健

連

事

務

局

長

の

気

迫

溢

れ

る

挨

拶

に

共

通

し

た

の

は

、

一

つ

は

、

明

治

の

粉

ミ

ル

ク

、

学

校

給

食

牛

乳

の

放

射

能

汚

染

や

、

粉

ミ

ル

ク

で

の

官

製

談

合

事

件

、

さ

ら

に

、

ミ

ル

ク

プ

リ

ン

の

細

菌

汚

染

問

題

な

ど

等

、

後

を

絶

た

な

い

不

祥

事

・

不

正

行

為

を

怒

り

を

込

め

て

告

発

し

、

食

品

大

手

企

業

と

し

て

の

社

会

的

責

任

を

厳

し

く

追

及

し

た

こ

と

。

二

つ

に

は

、

不

祥

事

・

不

正

行

為

の

絶

え

な

い

企

業

体

質

の

背

景

と

な

っ

て

い

る

、

異

常

な

労

働

者

管

理

を

厳

し

く

告

発

し

、

「

健

全

な

企

業

に

立

ち

戻

る

に

は

、

異

常

な

長

期

労

働

争

議

の

全

面

解

決

は

避

け

ら

れ

な

い

課

題

」

で

あ

る

こ

と

を

、

厳

し

く

明

治

Ｈ

Ｄ

に

迫

る

内

容

だ

っ

た

こ

と

で

す

。

争

議

団

の

闘

い

の

原

点

は

、

「

働

く

者

の

生

活

や

権

利

を

守

っ

て

こ

そ

労

働

組

合

」

の

旗

と

、

「

食

の

安

全

・

安

心

を

守

っ

て

こ

そ

食

品

企

業

に

働

く

者

の

誇

り

」

の

旗

を

、

握

っ

て

離

さ

な

い

こ

と

で

し

た

。

私

た

ち

は

、

食

の

「

安

全

・

安

心

」

を

守

る

闘

い

を

通

し

て

会

社

を

大

き

く

包

囲

し

、

必

ず

争

議

全

面

解

決

へ

の

道

筋

を

切

り

拓

く

決

意

で

最

後

ま

で

奮

闘

し

ま

す

。

引

き

続

く

ご

支

援

を

心

か

ら

訴

え

ま

す

。

な

ん

と

し

て

も

全

面

解

決

へ

道

筋

切

り

拓

く

救

済

命

令

を

！

昨

年

11

月

30

日

に

結

審

し

て

い

る

都

労

委

「

全

国

事

件

」

で

す

が

、

い

ま

だ

命

令

交

付

期

日

は

未

確

定

で

す

。

争議解決こそ企業再生への確かな道筋

「９
・２０東京地評争議支援総行動」

明

治

Ｈ

Ｄ

に

２

５

５

名

もう一息、家族で頑張るぞ〃


